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　この修学資金は富来病院に勤務する看護師の確保
を目的としています。基本的に返済は免除されます
が、卒業後、直ちに町立富来病院に就業することな
どが要件となっています。
　いくつかの要件に該当しない場合は、返済が必要
となりますので、十分に検討してから申し込んでく
ださい。

募集

修学資金で富来病院の看護師に！
平成 26度町立富来病院看護師等修学資金

◆応募資格　保健師、助産師、看護師の養成施設に在
　　　　　　学し、卒業後直ちに富来病院で看護師業、卒業後直ちに富来病院で看護師業
　　　　　　務　　　　　　務に従事しようとする人
◆貸与金額　月額 80,000 円
◆申請期間　通年受付
◆そ  の  他　富来病院修学資金担当まで、気軽に相談
　　　　　　してください。
◆問合せ先　町立富来病院 修学資金担当
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 42-1122

  富来病院の皮膚科医師がかわります !
◆転入　　坂 田　祐 一　医師
　　　　　（金沢医科大学病院から）

　　　　　　　皆さんよろしく
　　　　　　　お願いします。

◆転出　　南 部　昌 之　医師
　　　　　（金沢有松病院へ）

　なお、診察時間などは
これまでと変わりません。

※富来病院の診療日程については、志賀町ホーム
ページまたは富来病院に備え付けの診療日程表を
ご覧ください。

交代

問町立富来病院　☎ 42-1122

新規登録および 
注射料金…6,100 円
注射のみ料金…3,100 円

犬の登録は
生涯１回で
すが、狂犬病
予防注射は毎
年必ず受けなけ
ればなりません。
登録している人は
郵送されたはがき
を注射会場まで持参
してください。

狂狂犬犬病病予予防防注注射射

問環境安全課
　生活環境担当
　
　☎ 32-9321

注射
実施日 注射会場 注射時間

４月６日
（日）

笹波集会所前 10:30 ～ 10:55
旧西浦農協支所前 11:00 ～ 11:30
役場富来支所（車庫側） 13:00 ～ 15:00

４月７日
（月）

熊野多目的集会所 10:30 ～ 10:50
日下田防火用水前 10:55 ～ 11:00
町居バス停留所前 11:05 ～ 11:15
旧熊野小学校グラウンド側駐車場 11:20 ～ 11:30
福浦港漁協前 11:40 ～ 12:00
七海会館前 13:10 ～ 13:30
大福寺能登富士ふれあい文化センター駐車場 13:45 ～ 14:00
稲敷クラブ前 14:10 ～ 14:20
旧西増穂農協支所前 14:30 ～ 15:00

４月８日
（火）

旧稗造農協支所跡前 11:00 ～ 11:15
旧富来川農協支所前 11:20 ～ 11:50
赤崎漁協前 13:10 ～ 13:30
西海高齢者等活性化センター 13:40 ～ 14:00
東増穂公民館 14:10 ～ 15:00

４月 10 日
（木）

土田公民館前 10:00 ～ 11:00
仏木集会所前 11:10 ～ 11:30
上熊野公民館前 11:40 ～ 12:00
米町自転車道路休憩所前 13:10 ～ 13:40
志賀町林業拠点センター前 13:50 ～ 14:10
末吉集会所前 14:20 ～ 15:00

４月 11 日
（金）

出雲バス停前 10:00 ～ 10:10
志賀農協加茂支店前 10:20 ～ 10:40
矢駄集会所前 10:50 ～ 11:10
志賀農協下甘田支店前 11:20 ～ 11:50
志賀農協中甘田支店前 13:00 ～ 13:30
大島集会所前 13:40 ～ 14:20
甘田集会所前 14:30 ～ 15:00

４月 13 日
（日）

赤住公民館前 10:00 ～ 10:20
百浦集会所前 10:30 ～ 11:00
志賀農協志加浦支店前 11:10 ～ 11:50
志賀町役場裏車庫前 13:00 ～ 15:00

４月１日から

返済
免除

～ 町立富来病院からのお知らせ ～～ 町立富来病院からのお知らせ ～
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　子育て支援活動の一環として、未就園児を対象
とした親子リトミック遊びを、４月 16 日 ( 水 )、
10 時 30 分から、萩沢理恵先生の指導で行います。

　４月 12 日 ( 土 )、13 時 30 分から、虹色万華鏡
づくりを行います。低学年を対象に、紙コップや
分光シートを使った、簡単で不思議な手作りおも

休 館 日　７日㈪、14日㈪、21日㈪、
　　　　　28日㈪
開館時間

お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館　☎32-1740
　志賀町立富来図書館　☎42-2777

休 館 日　４月 20 日㈰・29 日（火・祝）
開館時間　９時～ 17 時 30 分
お問い合わせ先　志賀町児童館
　　　　　　　　☎ 32-1724

◆新着の本◆
○日本橋本石町やさぐれ長屋　　　　　宇江佐真理
○嗤う（わらう）名医　　　　　　　　久坂部　羊
○頼みある仲の酒宴かな（縮尻鏡三郎８）　佐藤　雅美
○立身いたしたく候　　　　　　　　　梶　よう子
○よるのふくらみ　　　　　　　　　　窪　　美澄
○僕と先生　　　　　　　　　　　　　坂木　　司
○長女たち　　　　　　　　　　　　　篠田　節子
○相も変わらずきりきり舞い　　　　　諸田　玲子
○約束の海　　　　　　　　　　　　　山崎　豊子
○ジョバンニの島　　　　　　　　　　杉田　成道
○ふなっしーのおはなっしー　　　　　ふなっしー◆おすすめの本◆

○『おやつ　アンソロジー』　　　　　　阿川　佐和子ほか・著
　日本を代表するエッセイスト、小説家たちによる「おやつ」
にまつわるエッセイを 42 篇収録。花見だんごやドーナッツなど
おいしそうなおやつを思わず食べたくなるあまーい極上の１冊。

○『恋する文学』　　　　　金沢学院大学文学部日本文学科・編
　石川、富山、福井の北陸を舞台に描かれた、五木　寛之さん
の「恋歌」や曽野　綾子さんの「火と夕日」などの著名作家に
よる恋愛小説を収録。知っている地名も登場し、より親近感を
覚える、多様な愛の形が詰まった１冊。

４月の行事予定

  12日(土) 　工作（虹色万華鏡づくり・低学年対象・15人） 13：30 ～

 16日(水)　 親子リトミック遊び　（定員20組） 10：30 ～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

平　日　９時30分～ 18時
土日祝　９時30分～ 17時

★工作（虹色万華鏡づくり）

……　お 知 ら せ　……

★親子リトミック遊び

４月23日～５月12日は
「こどもの読書週間」♪
楽しいお話いっぱいの
おはなし会を開催！

紙芝居や絵本の読み
聞かせを行っています。
リクエストもできます！
親子や友だちで気軽に
参加してください♪

ちゃです。のぞ
き窓からみえる
色々な光を楽し
みましょう。多
数の子どもたち
の参加をお待ち
しています。

●おはなし会　
　日時：４月２日（水）・16日（水）
　　　　16時～
場所：１階・絵本コーナー

●子ども読書の日
　ワクワクおはなし会
日時：４月26日（土）14時～

場所：２階・おはなし会室

【志賀町立図書館】

　花々や木々が美しい季節になってきました。
散歩がてらに図書館に足を運んでみてはいかがですか？新生活
を迎える人もそうでない人も、ぜひ図書館を利用してください。

親子が音楽に合わ
せて身体を動かし
たり、歌ったりして
楽しい時間を過ご
せます。行事予定
を参考に、気軽に
参加してください。

新着 本◆

志賀町に在住、在勤、在学、志賀町出身の人で
あれば、利用者カードを作ることができます。
詳しくはカウンターまでお尋ねください。

◆新◆

生活
い。

◆新◆◆◆◆◆◆◆◆ 着

あ
詳
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大島

木村  明
め い

依ちゃん

上野

加茂野  淳
あつし

くん

岩田

小浦  加
かのん

暖ちゃん
福野

藤本  秋
あきほ

穂ちゃん

高浜町

星場  陸
りきょう

亨くん

赤住

吉田  夏
か い

唯くん

高浜町

田端  虎
こてつ

徹くん

大島

木村  心
こころ

咲ちゃん

岩田

乙地  志
し の

乃ちゃん
徳田

小門前 彩
あやか

夏ちゃん

西山台

宮元  芹
せり

ちゃん

米町

野村  虎
こう

くん

高浜町

大葉  結
ゆ う

羽ちゃん

小浦

吉畠  大
だいち

智くん

大島

中座  俊
しゅんすけ
輔くん

ボクたち ワタシたちむし歯がないんだよ。

平成26年２月13日・27日の健診分

虫歯のない子、虫歯のない子、

集まれ～！集まれ～！

順位 原因 割合
１ 認知症 25％
２ 関節疾患 20％
３ 転倒・骨折 11.1％
４ 脳血管疾患 10％
５ 悪性新生物（がん） ６％
（平成 24年度 要介護認定新規申請者）

介護が必要となった原因疾患

　健康福祉課（地域包括支援センター）　☎ 32-9132

　

当
町
の
介
護
が
必
要

と
な
っ
た
原
因
疾
患
の

第
１
位
は
認
知
症
で
す
。

認
知
症
は
身
近
な
病
気

で
あ
り
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、
今
後
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
こ

と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
９
日
（
日
）、「
認
知
症
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
公
立
能
登
総
合
病
院
Ｔ-

Ｄ
Ｏ
Ｋ
，
Ｓ
に
よ

る
演
劇
で
は
、
認
知
症
患
者
の
心
の
描
写
を
通
し
て

認
知
症
を
正
し
く
理
解
で
き
る
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り

の
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
健
康
運
動
指
導
士
・
元
尾

教
恵
氏
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
で
は
、
声
を
出

し
て
体
を
動
か
し
て
認
知
症
を
予
防
す
る
脳
ト
レ
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
５
０
０
人
以
上
の
人

が
訪
れ
満
席
と
な
り
、
認
知
症
に
対
す
る
関
心
度
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

大
勢
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 「認知症講座」は 5月の

しかチャンネルで放送予定！
みなさん、ぜひご覧ください♪

（ 怒られて　　
ばっかり…悲 ）

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

お寺のお参り～…
いつやっけ？

朝も言うたがいね！
明後日やよ！

（ また同じ事言うて…怒 ）
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志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
だ
よ
り

・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　・志賀町住民課　☎ 32-9122　・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

児
童
虐
待
防
止
は

　

Ｄ
Ｖ
防
止
か
ら

　

夫
婦
間
で
も
暴
力
は
犯
罪
で
す
。
こ
の
場

合
の
暴
力
は
身
体
的
な
暴
力
の
ほ
か
、
精

神
的
暴
力
や
性
的
暴
力
な
ど
を
含
み
ま
す
。

子
ど
も
の
目
の
前
で
行
わ
れ
る
家
庭
内
の

暴
力
な
ど
は
、
子
ど
も
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
「
心
理
的
虐
待
」
で
あ
る
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ:

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
被
害
者
の
多
く

は
女
性
で
す
。
し
か
も
夫
婦
の
間
な
ど
に

発
生
す
る
暴
力
で
あ
る
た
め
、
外
か
ら
は

見
え
に
く
か
っ
た
り
、
被
害
者
が
「
自
分

に
も
責
任
が
あ
る
」
と
加
害
者
を
か
ば
う

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
な

か
な
か
表
面
化
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
経
済

的
に
自
立
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
理

由
で
、
被
害
者
が
我
慢
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。　

　

し
か
し
、
ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
許
さ
れ

る
暴
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
女
性
や
そ

の
家
庭
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
現
在
の
み

な
ら
ず
未
来
に
至
る
ま
で
、
大
変
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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Ｄ
Ｖ
の
ご
相
談
は
、石
川
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
６
‐
２
２
３
‐
８
６
５
５
）
ま
で
。

高浜町

鬼頭  幸
こうすけ

佑くん

舘開

小林  直
なおと

豊くん

三明

川崎  琉
る き

葵くん

高浜町

加藤  胡
こなつ

捺ちゃん
高浜町

喜佐  那
な お

緒ちゃん

酒見

関口 愛
あ き な
季夏ちゃん

高浜町

安中  愛
あいか

夏ちゃん

富来地頭町
新谷  奈

ななみ

南ちゃん

・父母が婚姻を解消した児童

・父または母が死亡した児童

・父または母が重度の障がい（国民年金の障害等級１級程度）に
　ある児童（児童が年金の加算対象になっている場合は除く）

・父または母の生死が１年以上明らかでない児童

・父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童

・父または母が裁判所からのDV保護命令を受けた児童

・父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童

・母が婚姻によらないで懐胎した児童

児 童 扶 養 手 当 制 度

【受給資格者】
　一定の所得限度額以下で、次の条件にあてはまる児童を監護して
いる母、児童を監護し生計を同じくする父、または父・母に代わっ
てその児童を養育している人（養育者）が受給することができます。
　児童である要件は、18 歳到達後の最初の３月 31 日まで（中度以
上の障がいを有する児童は 20 歳まで）です。

　問住民課　　☎ 32-9122

　【支給対象外】
　 ・児童が日本国内に住所がないとき
　 ・児童が父または母の死亡について支給される公的年金給付を受けるこ
　　とができるとき
　 ・児童が父または母に支給される公的年金給付の額の加算対象になって
　　いるとき
　 ・労働基準法等の規定による遺族補償を受けることができるとき
　 ・児童が児童福祉等施設に入所しているとき
　 ・受給資格者が事実婚（同居または、頻繁に訪問かつ生活費の援助など）
　   があるとき

児童扶養
手当とは…

父母の離婚などによるひとり親家庭の生活
の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図
ることを目的として、支給される手当です。
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
へ
て
今
日
も
蕗ふ
き

の
味み

そ噌　

前
川
美
代
子

室
咲
き
の
桃
活
け
結
婚
六
十
年　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

秘
め
ご
と
の
後
生
大
事
に
夜
の
梅　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

雲
間
よ
り
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
春
陽
ざ
し　
　

池
田　

玲
子

能
登
の
冨
士
雪
う
っ
す
ら
と
朝
日
今　
　
　

安
田
紀
美
恵

鍬
の
柄
の
緩
み
直
す
や
春
浅
し　
　
　
　
　

高
岩　
　

満

こ
こ
に
咲
き
広
く
飛
び
交
う
杉
花
粉　
　
　

川
上　

富
子

日
章
旗
歌
声
響
く
ソ
チ
五
輪　
　
　
　
　
　

小
松　

康
子

酒
を
つ
ぎ
歌
で
酔
わ
せ
る
お
も
て
な
し　
　

西
尾　

海
春

春
炬
燵
外
に
明
る
き
子
等
の
声　
　
　
　
　

北
谷　

芳
子

ま
ん
さ
く
や
も
つ
れ
を
解
か
ぬ
花
の
紐　
　

坂
下　

草
風

老
梅
の
苔
む
す
枝
に
は
る
蕾　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

恋
猫
の
い
が
み
合
ふ
声
闇
を
裂
く　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

縄
張
り
て
老
の
高
さ
に
若
布
干
す　
　
　
　

土
田　

清
枝

そ
ぞ
ろ
出
て
あ
ち
こ
ち
探
る
名
草
の
芽　
　

土
田
ま
つ
い

風
船
に
し
の
ぶ
富
山
の
薬
売
り　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

浜
に
生
れ
暮
ら
す
幸
せ
あ
を
さ
採
る　
　
　

藤
田　

君
枝

涅
槃
会
を
告
げ
る
張
り
紙
寺
の
門　
　
　
　

淵
端　

三
之

袖
替
へ
て
一
輪
か
ざ
る
水
仙
花　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

衰
え
し
足
腰
庇か
ば
ふ
四し

温お
ん
か
な　
　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

混
濁
の
世
に
警
鐘
や
春
の
雷　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

有
毒
の
黄
砂
に
怒ど
は
つ髪
天
を
衝つ

く　
　
　
　
　

角
谷　

秀
文

落
ち
て
ま
だ
生
気
の
あ
り
て
椿
か
な　
　
　

冨
地　

重
内

機は
た
ご具

岩
真ま
な
か中

陽ひ

矢や

射
す
春
の
波　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

神
木
に
春
の
気
配
や
里
動
く　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

朝
ぼ
ら
け
鶯
三
声
佳
境
か
な　
　
　
　
　
　

新
澤　

和
子

こ
の
児
等
に
未
来
を
託た
く

す
春
太
鼓　
　
　
　

小
島　

史
子

雛
飾
り
座
し
て
話
す
や
三
世
代　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

旧と

も友
訪
へ
ば
留
守
庭
の
梅
匂
ひ
け
り　
　
　

森
下
い
わ
お

ま
だ
ま
だ
と
思
っ
た
歳
も
も
う
八
十
路　
　

坂
下
二
三
子

も
う
春
は
す
ぐ
そ
こ
雪
と
格
闘
し　
　
　
　

木
村　

貞
涼

も
う
年
か
影
法
師
見
て
腰
の
ば
す　
　
　
　

村
中　

光
彦

も
う
老
い
て
限
界
田
畑
荒
れ
果
て
る　
　
　

前
田　

志
津

も
う
少
し
生
き
る
積
り
で
医
者
通
い　
　
　

小
松　

彰
一

も
う
少
し
貴
方
の
そ
ば
に
い
さ
せ
て
ね　
　

炭
谷　

良
子

賭
け
事
は
や
れ
ば
や
る
程
熱
く
な
る　
　
　

遠
藤
美
朝
子

新
人
を
叩
け
ば
熱
い
う
ち
に
辞
め　
　
　
　

山
本　

静
香

金
婚
に
情
熱
も
さ
め
空
気
で
す　
　
　
　
　

西
尾　

善
春

早
朝
に
熱
気
あ
ふ
れ
る
魚
市
場　
　
　
　
　

橋
田
明
日
香

帰
り
際
ま
た
来
て
く
れ
と
力
な
く

言
い
し
兄
の
病
室
を
出
る　
　
　
　

 　
　

 

泉　
　

広
栄

感
動
か
老
い
し
証
か
わ
け
も
な
く

出
産
シ
ー
ン
に
涙
出
で
く
る　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

飾
り
と
れ
ひ
も
だ
け
残
る
鞄
背し
ょ

う

日
は
暮
れ
君
は
小
さ
な
戦
士　
　
　
　
　
　

鹿
乃　

夏
子

揉
み
し
だ
く
海か
い
ろ
う浪
白
く
雪
の
舞
う

空
重
く
垂
れ
る
介
護
ゆ
く
朝　
　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

元
旦
に
ひ
し
ひ
し
思
う
生
か
さ
れ
て

今
年
は
午
年
う
れ
し
や
わ
れ
も　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

雪
の
凄
ま
じ
き
音
の
荒
れ
狂
う

雪
も
呼
ん
で
か
春
ま
だ
遠
く　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

黒
染
め
の
姿
清
し
く
経
を
読
む

童
が
頭
浮
か
び
胸
打
つ　

 　
　
　
　
　
　

 

向
永
い
み
子

し
び
れ
増
す
両
手
で
お
せ
ち
調
え
て

三
人
の
妹
待
つ
姉
の
情　
　
　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

夫
が
切
り
我
が
集
め
る
柿
の
枝

大
寒
の
空
果
て
し
な
く
青
し　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

成
人
の
着
付
け
に
華
や
ぐ
娘こ

の
ま
わ
り

母
な
る
人
の
よ
ろ
こ
び
溢
れ
て　
　
　
　
　

福
島　

信
子

便
り
と
も
吉よ
ご
と事

な
り
と
も
思
わ
め
や

重
け
く
降
り
く
る
白
雪
な
れ
ば　
　
　
　
　

中
田　

和
子

案
内
の
声
か
け
く
る
ま
で
黙
し
い
る

内
科
三
番
の
待
合
室
に　
　
　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

四
、五
段
を
上
り
て
休
む
を
く
り
か
え
し

よ
う
や
く
辿
り
て
初
詣
す
る　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

夫
逝
き
し
あ
の
大
寒
の
朝
は
風

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
味
は
冷
た
く　
　
　
　

池
野
千
絵
子

紅
白
を
み
な
が
ら
い
つ
か
寝
入
り
た
り

午
年
母お
や
こ子

新
し
き
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

新
し
き
細
胞
見
つ
け
し
科
学
者
は

エ
プ
ロ
ン
姿
の
う
ら
若
き
人　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

文
芸
教
室

　「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。※毎月７日までにお送りください。
■宛先／〒９２５-０１９８志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで

広
す
ぎ
る
芽
生
え
始
め
た
草
畑　
　
　
　
　

古
森　

真
猿

涙
あ
り
広
い
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト　
　
　
　

髙
島　

和
子

鼻
歌
が
出
る
日
も
有
れ
ば
泣
け
る
日
も　
　

池
田　

洋
子

高
年
化
荒
れ
地
広
が
る
過
疎
の
里　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

仲
直
り
す
る
と
我
が
家
も
広
く
見
え　
　
　

窪　
　
　

洋

上
手
で
は
な
い
が
歌
っ
て
み
る
勇
気　
　
　

芝
山　

照
子

歌
手
並
に
舞
台
熱
唱
夢
覚
め
る　
　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

待
つ
春
に
鼻
歌
も
出
ぬ
マ
ス
ク
顔　
　
　
　

林　

ち
よ
子

野
も
道
も
広
げ
た
よ
う
な
雪
の
朝　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し
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家から
バス停まで
の距離

『志賀町統合小学校開校準備部会』『志賀町統合小学校開校準備部会』

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

婚
外
子
の
相
続
に
つ
い
て

Ｑ
：
父
親
が
亡
く
な
り
、
長
男
で
あ
る
私
と
妹
が

相
続
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

父
親
に
は
、
母
と
は
別
に
女
性
が
い
て
、
そ
の

女
性
と
の
間
に
男
の
子
Ａ
さ
ん
が
い
ま
す
。
父

親
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
Ａ
さ
ん

は
、
父
親
の
相
続
財
産
に
つ
い
て
は
自
分
も

私
達
と
同
等
の
相
続
分
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
従
来
、
我
が
国
で
は
法
律
婚
が
尊
重
さ
れ
、

法
律
婚
で
な
く
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
は
「
庶

子
」「
私
生
子
」「
婚
外
子
」
な
ど
と
差
別
的
な

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
相

続
に
お
い
て
も
、
法
律
婚
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

を
「
嫡ち
ゃ
く
し
ゅ
つ
し

出
子
」、
そ
う
で
な
い
子
を
「
嫡
出
で

な
い
子
」
と
し
、
そ
の
相
続
分
も
嫡
出
子
の
半

分
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
民
法
９
０
０
条

４
号
但
書
）。し
か
し
、こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、

子
は
親
を
選
べ
な
い
の
に
生
ま
れ
方
で
差
別
さ

れ
る
の
は
お
か
し
い
。
法
律
的
な
権
利
や
義
務

に
つ
い
て
は
等
し
く
取
り
扱
う
「
法
の
下
の
平

等
」（
憲
法
14
条
）
に
反
す
る
と
い
う
批
判
が

従
来
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
　

平
成
25
年
９
月
５
日
の
最
高
裁
大
法
廷
は
、

非
嫡
出
子
に
対
す
る
相
続
分
の
差
別
的
な
取

り
扱
い
は
、
憲
法
14
条
に
「
法
の
下
の
平
等

に
反
す
る
規
定
で
あ
る
」
と
し
て
民
法
の
規

定
は
違
憲
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
ま
し
た
。

民
法
制
定
か
ら
１
１
５
年
。
民
法
に
お
け
る

象
徴
的
な
婚
外
子
差
別
規
定
が
な
く
な
り
、

子
ど
も
の
平
等
が
明
示
さ
れ
た
歴
史
的
「
違

憲
」
判
断
で
す
。
こ
の
判
断
を
受
け
て
、
平

成
25
年
12
月
５
日
に
民
法
が
改
正
さ
れ
、
半

分
に
す
る
と
の
「
但
書
き
」
の
部
分
は
削
除

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

従
っ
て
、
Ａ
さ
ん
の
主
張
は
、
正
し
い
主

張
で
す
。
し
か
し
、
改
正
後
の
規
定
は
、
平

成
25
年
９
月
５
日
以
後
に
開
始
し
た
相
続
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
９
月
４

日
以
前
に
開
始
し
た
相
続
に
は
、
従
前
ど
お

り
、
半
分
と
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
大
法
廷
の
判
断
は
、
平
成
13
年
７
月

当
時
の
相
続
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
時
点
か
ら
の
相
続
に
つ
い
て
も
、
平
等
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
既
に
従
前
の
民
法
の
規
定
で

合
意
な
ど
が
な
さ
れ
て
遺
産
分
割
な
ど
が
確

定
し
て
い
る
相
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
蒸

し
返
す
こ
と
は
法
的
安
定
性
を
害
し
妥
当
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
記
最
高
裁
も
そ
の
よ
う

な
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

統合小学校建設検討委員会だより　　　 　　
志賀町統合小学校建設検討委員会

事務局　☎32-9360

　 　　№５

　

こ
の
準
備
部
会
は
、

「
制
服
・
通
学
路
部

会
」
や
「
校
名
・
校

歌
・
校
章
・
校
訓
部
会
」

な
ど
の
７
つ
の
部
会

で
構
成
し
、
統
合
す

る
現
７
校
の
校
長
が

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

【構成図】

『志賀町統合小学校開校準備部会』『志賀町統合小学校開校準備部会』を発足しました。
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
保
護
者
な
ど
の
学
校
関
係
者
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
部
会
で
意
見
を
ま
と
め
、
検

討
委
員
会
に
報
告
し
て
い
く
の
で
、
学
校
関
係
者

か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
大
切
な
役
割
を
も
つ

組
織
と
な
り
ま
す
。
各
部
会
の
紹
介
や
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 志賀町統合小学校開校準備部会（63人）

町　長

志賀町統合小学校
建設検討委員会

　

部
会
役
員
は
、
統
合
す
る
７
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
、
部
会
長
や
、
事
務
局
員
を
含
め
る
と
、

現
在
63
人
の
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
構
成
図
参
照
）

運営（27人） 設備（18人） 総務（18人）

制服・通学路

校名・校歌・
校章・校訓

学校管理
運営計画

図書・
電子機器

什器・備品・
事務

報告 方針決定

協議・説明

意見集約 意思決定

協議・説明

アンケート・広報

ＰＴＡ統合

校長会

ＰＴＡ 保護者

教頭会

教
育
委
員
会

町
民

町
議
会

学校関係者


